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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第４２号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □くしろ安心住まいフェアを開催します 

 

■トピックス「エネルギーハーベスティング」 

 

■研究紹介 「繊維系断熱材の長期断熱性能維持に関する研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □冬季の停電時における防災対策に関するアンケート調査結果 

 □ウランバートル市地震防災能力向上プロジェクト研修 

 □１月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 
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   イベントのお知らせ 
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□【第３回くしろ安心住まいフェアを開催します】 

 

 釧路総合振興局が主催する「第３回くしろ安心住まいフェア」に共催します 

。安全で安心できる住まいづくりを推進するため、次世代の住まいづくりを担 

う子どもたちを中心に、体験型のイベントを通して、楽しく住宅・建築を学ぶ 

ことが出来ますので、たくさんの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 日 時  平成２５年２月１６日（土）１０：００～１６：００ 

 場 所  釧路市こども遊学館 

      （釧路市幸町１０丁目２番地）  

   

 

（企画課 神田） 
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 トピックス「エネルギーハーベスティング」 
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 自宅で非常用の採暖機器としてガス暖房器具を購入しました。出力は約１Ｋ 

Ｗ。カセットガスボンベ１本で約３時間使用できます。昔の煙突付ストーブは 

停電でも燃焼させることができましたが、FF式の暖房機器は停電時には使えま 

せん。システムの高効率化のためには制御が必要であり、そのため、多くの機 

器で電力が不可欠となっています。 

 今後、エネルギー源が多様化すると、それらを最適な状態で組み合わせて運 

転するため、センサーの数が増加していくものと予想されます。機器の制御ば 

かりではなく、構造体にセンサーを埋め込み、劣化状況をモニターするなどの 

技術も一般化するかもしれません。センサーおよび通信のためには電源が必要 

ですが、その数や設置位置によっては、電池の交換が大きな課題となる可能性 

があります。 

 日本伝熱学会の学会誌１月号では、「エネルギーハ－ベスティング」の特集 

が組まれていました。エネルギーハ－ベスティングとは環境発電とも呼ばれ、 

熱、振動、光、電波など、環境に存在するエネルギーを「収穫」して電力に変 

換する技術です。太陽電池やペルチェ素子、自動水詮などに組み込まれている 

水車などが代表的なもので、海外では、振動発電機なども実用化されているよ 

うです。広義にとらえると、風力や太陽光など再生可能エネルギーも含まれま 

す。 

 これらは、屋外に設置される太陽電池などを除けば、コストと発電量の点か 

ら、一般的な電源と置き換えるのは難しいとされていますが、電池交換が不要 

となる特徴をいかしたワイヤレスセンサーネットワークへの応用が期待されて 

います。 

 

（環境Ｇ 月館） 



 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 研究紹介「繊維系断熱材の長期断熱性能維持に関する研究」 
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 建物の長期的な性能を確保するためには、各種建材の耐久性を把握し、必要 

に応じて部材を更新することが重要です。一般にグラスウールは、初期性能が 

長期にわたって維持されるものとして断熱設計が行われていますが、グラスウ 

ールを構成するガラス繊維や、形状保持のために使用される樹脂バインダーの 

長期的な性状の変化（エイジング）についてはこれまで十分な知見がありませ 

んでした。 

 本研究ではまず、性状変化を評価するための試験方法として、圧縮・引っ張 

り試験、熱伝導率測定、熱分析、表面元素分析などの各方法を試行しました。 

その結果、繰り返し試験が可能、不整形の材料でも試験が可能、エイジングが 

明瞭に評価できるなどの利点がある突き刺し試験を提案しました。これは、先 

端を平滑に処理したピアノ線を一定速度で突き刺したときの抵抗を測定する方 

法です。 

 エイジングの検証は、温湿度加速試験と現場サンプリング調査（最も古いも 

ので３８年経過）により行いました。その結果、高温かつ高湿の条件下で、ガ 

ラス繊維、バインダーともに強度低下などのエイジングが促進されることがわ 

かりましたが、軸組内にはめ込まれた状態で形状保持に支障をきたすほどの変 

化は確認されていません。また、形状が保持されている限り断熱性能は低下し 

ないことを確認しています。 

 さらに、加速試験と実条件下におけるエイジング速度の関係についても目安 

を示す予定で、製品開発や製造段階におけるエイジング予測にも研究成果の活 

用が期待されます。 

 

（環境Ｇ 立松） 
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   最近の研究所の動き 
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■【冬季の停電時における防災対策に関するアンケート調査結果】 

 

 平成２４年 11月２７日の暴風雪にともなう停電地区の戸建て住宅を対象に標 

記アンケート調査を実施しました。速報結果は、次のとおりです。 

 

調査機関：北総研、北大、釧路高専 

調査対象：登別市幌別地区 １２００世帯 

調査期間：平成２５年１月１１日～１月３１日 

回収結果：回収数２５０通（１/３１現在） 



主な結果： 

・世帯主の年齢は、６０歳以上が６０％と多い。 

・避難したのは１４％で、避難先は市内外の親戚宅がほとんどである。 

 指定避難所へ避難したのは数％にすぎない。 

・避難しなかった理由は、「問題ない」が６０％、「家族の事情」７％、「ペ 

  ットの事情」６％、「その他」２７％である。「その他」の理由は、「停電 

 が長期化すると思わなかった」「情報がなかった」などである。 

・これらの世帯は、いわゆる「潜在的な避難者」と考えられる。今後、高齢化 

 が進むと、逃げたくても逃げられない住民が増えることが予想されるため、 

 新たな防災対策の課題といえる。 

 

（性能評価課 南） 

 

■【ウランバートル市地震防災能力向上プロジェクト研修】 

 

  １月２２日、ＪＩＣＡモンゴル国ウランバートル市地震防災能力向上プロジ 

ェクト研修ということで、ウランバートル市の幹部職員はじめ１１名の方が来 

所されました。 

  ウランバートル市は急速な都市化が進んでいますが、最近、無感地震が増加 

傾向にあり、２０１０年の調査では市全体が４つの断層に囲まれており、マグ 

ニチュード７クラスの地震が発生する可能性が指摘されているそうです。しか 

しながら、災害への備えが遅れているということで、自然災害が多発する日本 

の防災に関する知見の習得を目的として、本研修が実施されたということでし 

た。 

  研修では、地震被害想定や厳冬期の避難所運営、被災建築物応急危険度判定 

について、道内での取り組みも交えながら説明させて頂きましたが、たくさん 

のご質問を頂き活発なやりとりができ、実のある研修ができたのではと感じて 

います。  

 

（企画課 細谷） 
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■【１月の業務報告】 

 

平成２５年１月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  １２件（累計１８１件） 

設備使用    １件（累計 ２９件） 

性能評価    ０件（累計  ６件） 

 



□施設見学（担当：企画課） 

件数     ２件（累計 ５４件） 

人数    １５名（累計５７４名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数    １０件（累計１０２件） 
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■【構造計算適合性判定センターから】 

  

□１月の判定業務 

受付   ３４件（４５棟） 

結果通知 １８件（２９棟） 

  

１月の判定依頼は、共同住宅８件、工場５件、倉庫・車庫５件の他、店舗、学 

校等でした。 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は４１．２日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１１．１日でした。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 
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【編集後記】 

  

  今季も、昨季の空知地方の豪雪に続き、道内各地で大雪となっており、ここ 

旭川でも１月３日に暴風雪となったほか、最近では先月の２６日に音威子府村 

で１日の降雪量としては、観測史上最大の９０ｃｍを記録しました。 

  今季の道内各地におけるこれら大雪の影響で、自宅や会社等の屋根の雪下ろ 

し中の人身事故も多発しており、最も多い事故原因は屋根からの転落となって 

います。 

  北総研では、今年度、屋根雪事故の特徴や事故を防ぐポイントなどを解説し 

たセミナーを札幌と旭川で開催しており、多くの方にご参加頂きました。道民 

の生活に直接役立てて頂けるような研究成果や知見については、今後も積極的 

に情報発信していきたいと考えています。 

   

(企画課 細谷） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


